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用瀬地域振興未来会議資料
令和 7年 4月 25 日 
総務部資産活用推進課 

「公共施設を考える住民ワークショップ」の開催について 

鳥取市公共施設の再配置の推進に向けた個別具体な取組として中学校区を対象にエリア
マネジメントに取組みます。その手法の一つとして急速な人口減少や少子高齢化が進む中
でも、地域の賑わいや活力あるまちづくりにつながる施設の集約化、多世代の交流を生み出
す複合・多機能化など住民のみなさまと一緒に、地域の公共施設について考える住民ワーク
ショップ（以下「WS」という。）を開催します。 

１ WS対象エリア 
WS は中学校区の 18 エリア（千代南校区は 2 地区）での実施を予定しており、令和７
年度は、千代南（用瀬・佐治）、河原中学校区の３エリアで開催します。 

 ※ 本表は 2020 年（令和 2 年 9 月 30 日時点）に鳥取市介護保険システムに登録されて
いる情報で作成したもので、住民基本台帳データとは一致しません。 
※ 人口減少数：社人研の推計値に 2015～2020 年の地域別の増減を加味して求めたもの 

２ 千代南（用瀬）エリアWS開催日程 
  ・第 1回   
・第２回   開催時期 10～11 月【日程・会場（調整中）】 
・第３回   

中学校区 地区 施設数 人口（2020年） 人口（2040年） 減少数(人） 減少率
1 東 修立・岩倉・稲葉山 14 15,005 13,052 -1,953 -13.02%
2 西 醇風・富桑・明徳 43 12,921 11,108 -1,813 -14.03%
3 南 日進・美保・美保南・倉田 79 26,075 21,842 -4,233 -16.23%
4 北 久松・遷喬・城北 34 14,335 11,447 -2,888 -20.15%
5 高草 大正・東郷・松保・豊実・明治 75 12,127 11,220 -907 -7.48%
6 湖東 千代水・湖山・湖山西・賀露・末恒 29 28,654 25,392 -3,262 -11.38%
7 桜ケ丘 米里・面影・津ノ井・若葉台 31 18,972 15,651 -3,321 -17.50%
8 中ノ郷 中ノ郷・浜坂 15 12,027 10,903 -1,124 -9.35%
9 湖南学園 湖南 29 1,951 1,539 -412 -21.12%
10 江山学園 美穂・大和・神戸 45 3,379 2,629 -750 -22.20%
11 国府 大茅・成器・谷・宮下・あおば 60 8,282 7,002 -1,280 -15.46%
12 福部未来学園 福部 23 2,858 2,332 -526 -18.40%
13 河原 河原・国英・八上・散岐・西郷 71 6,607 5,264 -1,343 -20.33%
14 千代南（用瀬） 用瀬・大村・社 40 3,382 2,730 -652 -19.28%
15 千代南（佐治） 佐治 80 1,763 1,275 -488 -27.68%
16 気高 浜村・逢坂・瑞穂・酒津・宝木 49 8,451 6,955 -1,496 -17.70%
17 鹿野学園 鹿野・勝谷・小鷲河 43 3,561 2,841 -720 -20.22%
18 青谷 日置・日置谷・勝部・中郷・青谷 52 5,669 4,306 -1,363 -24.04%

812 186,019 157,488 -28,531 -15.34%計
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３ WSの進め方 
（１）市で再編案（たたき台）の作成 
市で公共施設の現状評価に基づき持続可能な施設のあり方について充分に議論できる
よう再編案（たたき台）をプロット図（施設配置図）や図表を用い資料を作成します。 
（エリアごとに２～３案を予定）

（２）基本的な考え方 
  ・今回のWSは公共施設の再配置計画を決定する場ではありません。
・暮らしや活動の視点から、施設の役割・必要性を再発見します。 

・市が提示する再編のたたき台をもとに、住民の視点から意見・提案を出します。 

（３）参加者

①中学生グループ（千代南中学校） 
②大学生グループ 
③子育て世代グループ  （20～30代） 
④働き盛り世代グループ（40～50代） 
⑤人生の先輩世代グループ（60代以上） 

・多世代から意見を徴するため、世代別のグループを作成し参加者（中学・大学生除く）
は公募により各グループ５～６名、全体で３０名程度の参加者を予定しています。
・各グループにはファシリテーターを配置し活発な意見を促していきます。 

WSのイメージ 

（４）WSでの提案や意見を整理し、鳥取市公共施設再配置計画（エリアごと）作成に向け
て取組みます。 

第１回【わたしたちのくらしと公共施設】 
・地域のくらしと施設の関係をふりかえり、これから大切にしたいくらし・活動を考え
ます。 

第２回【施設のこれからをくらしの視点で見つめる】 
・市の再編案（たたき台）をもとにくらしの視点と照らして案の評価・検討を行います。
・案の改善・追加アイデア・組み合わせなど提案します。 

第３回【くらしと施設のすがたをみんなで描く】 
・くらしと再編案のすり合わせを行い、実現可能な方向性を共に探ります。 
・「大切にしたいくらし・活動」をもとに機能・施設を検討します。 
（後日、他の中学校区エリアを含めた全体の発表会を開催）


